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こアートのようなもの“ コンピュータを表現行為に使うという試みは、すでに1950年
t 一ヽ代から、さまざまな動きが始まっていた。中でも、シンセサイ
限二竺ノのヒ戸ユ楽;:~=:ま／あ早る＜し力、］：みプ：ンれ；；口：：。こ
りうになると、それを使って、コンピュータに芸術的に価値のある
美しい図像を描かせようという人々が現れてきた。そうした初

な 期の事例を見ることが出来るのが、 「コンピュータとオートメー

ション」誌で1963年8月号に登場した「コンピュータによるアー

＜ トコンテスト」である。これは、おそらく世界でも初めての企画
歴負二こきのつ::~;：まI,ヽ 了，と6:年ゎ1れ月て；、のる：：：；つ：アー一枚卜のコ；イテ象
し‘ だった。 1月号に載った説明には、「プラシは電子ビーム、カン

” バスはオシロスコープ、画家は電子式コンピュータである。そ

作 してその結果は、この“電子的シュールレアリズム’'といった興

味深い形態である」と書かれていた。複数の光の点を元画像

ロにして、決まった数式に従ってコンピュータで変換し、線描し
ロロ たもの。これは、 MITで「工学系のためのアート」という講義を

籠ご；ご・5：こここ、↑□雪この延長とな
が る、新たな科学的道具が発明されたときに、それらを通して得

られる目新しい画像を、まるで芸術作品だと見立てることから、

あヽる種の表現分野の可能性が拓かれるという例のひとつだと

初 考えて差し支えないだろう。接写レンズによる、液体の飛び散

る瞬間の映像、いわゆる“ミルクの王冠’'と呼ばれる図像が

期“科学のアート’'といった観点からしばしば取り上げられる状況
に酷似している。そして、そのような図像の、どこがどのように

の“アート’'なのか、という議論が詰められる以前に、とりあえず、
” ‘‘アートのようなもの’'として世に問われてしまうことによって、い

コ わば無邪気なアナロジーとしての「コンピュータによるアート」と

ン いう概念が流通し始めたわけである。この表紙の固像が呼び

ヒ°水となり、 2月に「コンピュータアートコンテスト」の募集が始まっ

た。そして最初の一等費となったのが、カメラレンズの光線をュl 数学的に解析した図だった。この最初の“アート’'を講評した
編集長は、「私どもは芸術関係のプロではありませんが、こうし

夕たデザインを美しいと感じましたので、ここに発表すべきと考えt → ました。次回のコンピュータアートコンテストにも、 このような、
-． 見慣れない、創造力にあふれた、美しいコンピュータアートが

ょ 集まることを期待しております。このようなコンピュータアート分

る 野の作品やお考えを、どしどしご応襄ください」と書き記してい

る。果たして、翌年の1964年のアートコンテストでは、発射さ

ァ れた物体の弾道から、飛距離と高度を座標軸にとって描いた

l 図像が、ー等買に選ばれて、表紙を飾った。以後、このように
して、半ば発見的に、ある種の数値計算の結果を、プロッタと

卜呼ばれる出力装置などで打ち出した図像や、印刷のテストバ“ ターンなどが、目新しく美しい図像として取り上げられていった。
の そして、この頃には、一部では、こうした分野を表現活動の場

ヽ圧 と捉える人々も出てきたわけである。コンピュータを表現活動

安 の道具と考えるようになった人々は、どうしてわざわざ、コン

で ピュータという新しい道具で表現しなければならないのか、と

ぁいう保守的な疑問に答えるべく、コンピュータを使わないと描けない因像にこだわって“作品’'を作っていった。こうした、コン

っ ビュータの描画機能の‘'デモ’'に限りなく近い‘‘作品＇群 が、初

↑っ 期の“コンピュータによるアート’'の姿であった。

も

しかし、興味深いことに、今回の特集テーマである「複製」とい

う観点からすれば、この時期の“コンピュータによるアート’'には、

現在のディジタル映像が持つような、容易な複製という可能性

は少なかったことを指摘しておくべきであろう。この連載で、何

度も指摘しているように、当時は、ディジタルコンピュータ自体

が、誰にでも使えるリソースではなかったし、プロッタやCRT

(Cathode-ray rube,プラウン管を用いた表示装僅）画面といった出力装置

が接続されていることも、決して当たり前のことではなかった。

その意味では、プリントアウトされた図像や、画面に映し出され

た画像といったものには、半ば“固有の価値’'があったのであ

る。その意味では、“アート作品’'というアナロジーを支える、

物体としての存在のありようは、現在のディジタル映像とは異

なっていた。もちろん、こうした図像が、まるで“アート’'のようで

はないか、と指摘され始めた当初は、“コンピュータによるアー

卜’'も、何らかの価値あるものと考えられるのではないか、とい

う程度の、模索的な萌芽状態ではあった。しかし、コンビュー

タが描く図像を“美しい’'とみなす、まなざしが開かれることに

よって、やがて、自分の見いだした図像の美的価値、あるいは、

美的価値を創り出そうとして図像をつくる行為そのものの価値

を主張しよう、という動きが見られるようになる。それは、例え

ば、 1965年の第三回アートコンテストでは、コビーライトを明示

した入選作が見られたことに看取される。こうして、‘‘コン

ピュータによるアート’'が、単なる発見的なアナロジーの域を ..l.くこ］
超えて、それらを“価値あるもの’'とみなす社会的なシステムを フこ ‘/ 

-"--サ旦つくろうとする動きか始動したわけである

ィ
コンピュータ支援デザインのはじまり一ン l 
そのような1960年代半ば、やっと「コンピュータグラフィックス」

ニという名称が現れはじめた。“コンピュータを使ったデザイン’'と

と言えば、今では多くの人がグラフィックデザインを想起するだ しま

”利ろう。しかし、 1950年代後半から始まったコンピュータ支援デ

ザインと呼ばれる分野 いわゆるCAD(ComputcrAIdcdDesign)言皮『月
至

ーでは、もともとコンピュータを利用して行おうとされてきた 口十 し／
“デザイン’'とは‘‘設計’'のことだった。そして、この分野から派生“ t 

のノー
して、設計をコンビュータ上でシミュレートして検証する技術や、 → イT
コンビュータで対話的に作図をする技術などが生まれ、コン -• つとあピュータグラフィックス分野が独立してきたのである。こうしたコ > 

ンピュータによる工学的設計の必要性と、コンピュータの生成fごつ
する図像による表現活動の可能性とを追求する道が、ともに、 戸 と

「コンピュータグラフィックス」というひとつの分野を形成し始め も さ5
る。もちろん、ある程度の共通の目標設定が行われ、打開す 才し
べき問題群とフロンティアのありようが見え始めたために、コン

ビュータ・グラフィックス分野が成り立ってきたわけであるが、技

術の洗練の仕方は、目的意識によって異なっていた。

例えば、設計のために必要なシミュレーションの世界では、コ

ンピュータによって生成される画像は、当然のことながら、設 ＇こ
d/SIGN no.4 



計した車や飛行機が、あたかも実際に走っているかのような映

像をめざしていくことになる。この延長上に、バーチャルリアリ
ア

ティの世界が拡がったわけである。この分野では、当初は、そ ：｝一

うしたシミュレーション画像に美的価値があるのか否かといっ E]
‘ ‘‘ たことは、問題にはならなかった。別の、れっきとした工学的な こ／

目的があったからである。しかし、その新奇な画像に、新しい l 
価値が見いだされ、例の“コンピュータによるアート”のようなも

のといったアナロジーの回路が、この分野にも拓かれるように
の

なっていった。そして、初期的な動画のコンピュータグラフィッ ［月

クスによる‘‘アート作品”の多くは、やはり、デモとも作品ともっ

かない一連の営為だったのである。もちろん、当時は、コン 、路
ピュータに鑑賞に堪えうる動画を作らせるという行為自体、多か
大な努力を要するものであり、コンピュータというリソース自体才{i
の貴重性とも相まって、これもまた‘‘価値あるもの”と見なされる1P
ようになった。美的価値があるか否か以前に、その画像制作

過程そのものにかけられた時間と経費に対して、新奇な映像h
をもとめる人々によって対価が支払われるようになり、テレビ業 マご

界を中心として、コンピュータグラフィックスによる動画のマーし‘
っ

ケットが出現し始めたのである。しかし、こうした構図から明ら ↑つ

かなように、まずは、経済的希少性から高額なものであったコ て）
ンピュータグラフィクスは、コンピュータ自体の低価格化と一般

への普及にともなって、単に、制作過程の困難さ、言い換え

れば、容易に複製されないことによる価値は減じる一方となる。

いわば、バブルな経済的対価が支払われた時代は、ごく初期

的なものとなり、ディジタル技術が本来持っていたはずの、精確

な複製の可能性がはっきりと認識されるにしたがって、単なる

新奇性に支払われた対価は急速に落ち込んでいった。
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「コンピュータとオートメーション」誌
1963年1月号（上）と1963年8月号

l computers 
and automation 

務職を対象にした作図システムが開発されるようになった。こ

の流れの先に、現在広く普及している、グラフィックス用ソフト

ウエアの世界が拡がった。デスクトップパブリッシングも、この

流れに含まれているわけである。この分野は、前述の‘‘コン

ピュータのアート’'という方向の他に、むしろ、さらに強力に、

既存のグラフィックデザイン過程のオートメーションとして、コン

ピュータによる作図技術の普及へと向かったわけである。この

構図では、オートメーションが導入された、どの分野でも問題

になったように、自動化されることによって洵汰される人間は誰

なのかが問題になる。つまり、 CRT画面上に生起する、コン

ピュータグラフィックスによる動画が、新しいマーケットを拓い

たのとは異なり、基本的にプリントアウトして成り立つコンピュー

タグラフィックスの分野では、やがて既存のマーケットの変容

がおこなわれたのである。まず、コンピュータ導入によって、作

固を専門とする職業領域や、活字を拾う職人、特殊なタイプ

ライター職人といった印刷関係業種も再編されていかざるをえ

ない。

しかし、デザインの領域でいえば、これは、領域拡大、あるい

は、領域の洗練・洵汰のチャンスでもあった。従来、複製可能

であることを前提に育っていたグラフィックデザインの領域にお

いては、もともと、デザインはデザイナーの机上でのみ生起する

ものでははなく、印刷工程というメディアを通して再現可能な

ディレクション、つまり、ソフトウエアとして存在したのである。感

覚的なディレクションは、ディジタル技術によって、誰にでもでき
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